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法的通知

 Agfa NV, Septestraat 27, B-2640 Mortsel - Belgium

Agfa の製品に関する詳細な情報については、www.agfa.com をご覧ください。

Agfa と Agfa-Rhombus は、Agfa-Gevaert N.V., Belgium または関係会社の商標

です。Auto QC² は、AGFA NV, Belgium または関係会社の商標です。他のすべ

ての商標は各所有者に帰属しており、侵害の意図無く、中立的な仕方で使用され
ます。

Agfa NV は本書に含まれる情報の精度、完全性または利便性に関して明示的ま

たは黙示的に保証または表明するものではなく、任意の特別な目的に対する適
用性を特定的に表明するものではありません。場所によっては、製品とサービス

は使用できない場合もあります。利用できるかどうかについて、地元の販売部の代
表までお問い合わせください。Agfa NV は提供情報の正確さには努めますが、誤

字の責任を負いかねます。Agfa NV は本書に記載される情報、機器、手段または

プロセスに起因する損害に対していかなる状況のもとでもその責任を負いませ

ん。Agfa NV は本書の内容を事前に通告することなく変更する権利を保有しま

す。本書の原本は英語で作成されています。

著作権 2018 Agfa NV

著作権所有。

発行: Agfa NV

B-2640 Mortsel - Belgium。

Agfa NV 社からの書面による許可がない限り、この文書のどの部分も、いかなる形

式でも再製、複写、編集あるいは転送することはできません。
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このマニュアルについて

トピック:

• 本文書の安全上の注意について
• 免責
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本文書の安全上の注意について

次のサンプルは、このドキュメント内で、警告、注意、インストラクション、

注記が現れる方法について示しています。サンプル内のテキストは、用途を説

明します。

危険:
危険安全注意では、ユーザー、エンジニア、患者またはその他の

人が重傷を負う可能性がある直接的、即時の危険な状況を示して
います。

警告:
警告安全注意では、ユーザー、エンジニア、患者またはその他の

人の深刻な怪我につながる可能性がある危険な状況を示していま
す。

注意:
要安全注意では、ユーザー、エンジニア、患者またはその他の人

の軽度な怪我につながる可能性がある危険な状況を示していま
す。

注意事項は指示であり、従わない場合、このマニュアルに記載さ

れている機器、または他の機器、あるいは商品に損傷を引き起こす
おそれがあり、そして環境汚染を引き起こすおそれもあります。

禁止事項は指示であり、従わない場合、このマニュアルに記載さ

れている機器、または他の機器、あるいは商品に損傷を引き起こす
おそれがあり、そして環境汚染を引き起こすおそれもあります。

注記: 注記はアドバイス提供を行い、重要なポイントを強調しま
す。注記は、使用説明として意図されていません。
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免責

Agfa は、未承認の変更が内容やフォーマットに対してなされた場合、このドキ

ュメントの使用による責任は負いません。

このドキュメントの情報の正確さについては細心の注意が払われました。しか

し、Agfa はこのドキュメントで現れ得るエラー、間違い、脱落に対する責任を

負いません。Agfa は、信頼性、機能またデザインを向上するため通知せずに製

品を変更する権利を保持します。このマニュアルは、黙示または表明であれ、限

定するわけではありませんが、市場性や特定の目的への適合性の黙示の保証を
含む如何なる種類の保証も無く、提供されます。

注記: 米国の連邦法では、本デバイスの販売は、医師あるいは医
師の指示による場合に制限されています。
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はじめに

トピック:

• 適切な使用について
• 適切なユーザーについて

• トレーニング

• 機能
• 互換性
• 準拠
• 接続性
• インストール

• 製品クレーム

• メッセージ

• 関連ドキュメント
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適切な使用について

Auto QC² は、Agfa Digitizers とプレートを中心とする、医療用 CR システムの

受付手順や品質検査テストのために使用されます。Auto QC² は次のように使用

されます:

• CR システムの作成。

• 新規インストールの受付手順。

• カスタマーが実施する品質検査手順。

表 1: Auto QC² の適切な使用。

カテゴリー 説明

デバイスタイ
プ

品質検査デバイス。

デバイスの役

割

品質検査。

使用環境 • X 線室。

• 屋外 X 線室。

• 個人放射線医師施設。

• 診察室。

• 画像処理センター。

• 救急治療室。

• 集中治療施設。

• 移動環境。

医療領域 • 一般放射線科 (GenRad)。
• 小児科。

• Uro/Tomo。
• 歯科。

• 放射線治療 (Agfa サービス担当者による受付手順用の

みです)。

適切なユーザーについて

Auto QC² 検査の実施には、病院の検査領域における主に 2 つの権限を必要とし

ます:

Auto QC² | はじめに | 9
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• すべての Auto QC² ハードウエアコンポーネント(ポジショニングテンプ

レート、ファントム、フィルタモジュール、光照射フィールドインジケー

タターゲット)の使用、テストインストールの設定、テスト照射の実施。

• Auto QC² ソフトウエアを使用した結果の解釈と分析、また必要に応じた修

正措置。

これらの権限を最も適切な職員に割り当てることは、病院管理者の責任です。

一般的に、次のようなユーザーが意図されています:

• 医療環境内：病院医師、画像処理スペシャリスト、放射線医師、および受

付テストと品質検査テストを実施するサービスエンジニア。

トレーニング

ユーザーは、Auto QC² で作業しようとする前に安全で効果的な使用について適

切なトレーニングを受ける必要があります。トレーニング要求事項は、国毎に

異なります。ユーザーは、受けているトレーニングが法律効力を有するすべて

の適用法令に準拠していることを確認すべきです。地元の Agfa の窓口ではトレ

ーニングに関する詳細を受けることができます。

ユーザーは、このマニュアルの予備セクションにある次の情報に留意しなけれ

ばなりません:

関連リンク

適切な使用について 9 ページ

適切なユーザーについて 9 ページ

安全上の指示 20 ページ

機能

Auto QC² は、放射線作業に関係する品質面をチェックするツールとして開発さ

れました。

Auto QC² で品質検査を行う際の概念は、ガイドラインとして AAPM タスクグ

ループ 10 のレポート (光刺激性保管燐光体画像処理システム用の受付テス

トと品質検査) を使用して定義されます。

この点に関して、Auto QC² には次の特徴があります:

• 空間およびコントラストテストには 1 つのファントムが使用されます。

• Auto QC² Software のユーザーフェースは使いやすく、ユーザーはステッ

プを実行して、結果の解釈と分析ができます。

• Auto QC² は、受付レベルでテスト結果を作成します。

• Auto QC² は、テスト結果のレポートを作成します。

• Auto QC² には、検索と履歴機能があります。

10 | Auto QC² | はじめに

2370C JA 20180330 1524



互換性

• Agfa 装置との互換性:

表 2: Agfa 装置との互換性。

装置 タイプ

デジタイ

ザ：
Auto QC² は次のデジタイザと互換性があります。

• ADC COMPACT
• ADC COMPACT PLUS V1.1
• ADC COMPACT PLUS
• CR 25
• DX-S
• CR 75
• CR 85
• CR 30
• CR 35
• CR 55
• CR 55 ASAP
• DX-G
• DX-G ASAP
• CR 30
• DX-M
• DX-M ASAP
• CR30-X
• CR30-Xm
• CR10-X
• CR12-X
• CR15-X
• CR15-X-CROP

• Fast ID は、品質検査照射でカセットをスキャンするので

DICOM Digitizer (ADC Solo、ADC Compact、ADC Compact
Plus、CR 25、CR 35-X、CR 75、CR 85-X、DX-G および DX-M)
ではサポートされていません。品質検査手順には高解像度

画像が必要だからです。

• このタイプのデジタイザでカセットを識別するには、ID
Tablet なしが唯一の方法であるため、カセット識別用の Fast
ID は DX-S および CR30-X デジタイザ用をサポートしていま

す。

Auto QC² | はじめに | 11
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装置 タイプ

• DX-S は、Windows 10 のパソコンへの接続をサポートして

いませんが、独立した Windows 10 パソコンで動作している

DX-S pc から Auto QC² へ画像を送ることはできます。

カセット
サイズ:

• 15x30 cm.
• 18x 24 cm.
• 8x10 inch.
• 24x30 cm.
• 10x12 inch.
• 35x43 cm (PQC/ATP/LFI).
• 35x35 cm.

プレート
タイプ:

• ADC MD 10.
• CR MD 30.
• CR MD 40.
• CR MD 4.0.
• CR MD 4.0R.
• CR HD 5.0.
• CR MD1.0 一般

• CR HD5.0S 一般

• ソフトウエア互換性:

表 3: Agfa 装置との互換性。

装置 タイプ

ブラウザ要件: • Internet Explorer version 5.0 以降。

Operating
Systems:

Auto QC² バージョン 1.00:

• Windows XP Home SP2.
• Windows XP Professional SP2.
• Windows Vista SP1 - 32 ビット

• Windows 7 - 32 ビット

Auto QC² バージョン 2.00:

• Windows 10 - 64 ビット

• Windows の旧バージョンはサポートしていません。

Microsoft Excel: • Excel 2000 以降。
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• ハードウェア互換性:

表 4: サポートされているハードウエア。

項目 タイプ

プロセッサ: 次の Windows XP 32-bit Intel プロセッサだけがサポートさ

れています:

• Intel: Pentium 4 (またはそれ以降)
• AMD: Athlon 64 (またはそれ以降)

サポートされ

ているディス

プレイ解像

度:

Auto QC² ソフトウェアは次の解像度をサポートします：

• 最小 1280 x 768 ピクセル。

推奨 Windows ディスプレイ DPI 設定は 96 です。

Auto QC² Software は、ディスプレイ解像度が仕様を満たさ

ない場合起動しません。システムはエラーメッセージを表示

して、Auto QC² Software の初期化を停止します。

サポートされ

ている色品質:
グラフィックボードは 32 ビット色をサポートします。

• X 線チューブコリメータ互換性

レール付き外部 DAP があるか確認します。フィルタモジュールの重量 (+/-
2.5 kg) に耐えられるか確認します。

注記: 

機器への変更または追加は、 Agfa によって正式に認証されたサ
ービスマンだけが実行できます。その変更は、最良の技術的手法
および病院の管轄内の法律効力を有するすべての適用法令に準
拠します。

Auto QC² | はじめに | 13
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準拠

Auto QC² は医療機器の適用に関連する MEDDEV ガイドラインを遵守するよう

設計され、 93/42/EEC MDD (医療機器に関する欧州理事会指令 93/42/EEC)
によって要求される適合性評価手順の一部としてテストを受けました。

この Agfa 製品は、IEC 60601-1, Ed.に準拠して設計されました。3: 医用電気機器

- 第 1 部: General requirements for basic safety and essential performance (基
礎安全と基本性能のための一般的要求事項)に準拠して設計されています。

Auto QC² は、特性決定に用いる医用診断装置と放射条件用の IEC 61267 規格

に準拠しています。

Auto QC² で品質検査を行う際の概念は、ガイドラインとして AAPM タスクグ

ループ 10 のレポート (光刺激性保管燐光体画像処理システム用の受付テス

トと品質検査) を使用して定義されます。

14 | Auto QC² | はじめに
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接続性

Auto QC² ワークステーションは他の多数のデバイスと情報交換をするため

に、100 Mbit イーサーネットネットワークを必要とします。Auto QC² のメカ

ニズムは、ネットワーク障害によるデータ紛失を防ぎます。

Auto QC² は、次の SOP クラスで DICOM プロトコルの 1 つを使用して病院の

ネットワーク内の他のデバイスと通信します :

• DICOM

表 5: DICOM マッピング表。

SOP クラス SCU/SCP

DX 画像保管 – 処理用 SCU / SCP

Auto QC² | はじめに | 15
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インストール

Auto QC² Software のインストールは、Agfa サービスが実施します。

Auto QC² ソフトウェアが使用できるかどうかは、PC に接続されるライセンスド

ングルによります。たとえ Auto QC² ソフトウェアを使用していなくても、"ライセ

ンスの猶予期間"を消費するので、Agfa ではドングルを取り外さないことを推奨

いたします。猶予期間とは、ドングルが偶然取り外されたり、失われた場合に、作

業を継続できる限定期間のことです。

このライセンスの猶予期間を消費しないでドングルを取り外すには、ライセン

スマネージャー([Start] > [Agfa] > [Service] > [License Manager]) を開い

て、[猶予機能を無効化] ("Disable grace functionality")をクリックします。

Auto QC² をラップトップにインストールしている場合、他の目的でも使用でき

るため非常に便利です。Auto QC² を使用するには、ドングルを必ずプラグ接続

しなければなりません。ドングルが壊れたり、ドングルを失うと、ラインセンスが

直ちにブロックされます。この場合、ライセンスマネージャーツールを開い

て、[猶予機能を有効化] ("Enable grace functionality")をクリックすると、限定

期間のみ作業を継続できます。その期間内にドングルを交換しなければなりませ

ん。
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製品クレーム

医療専門家(例、カスタマーまたはユーザー)で製品に対してクレームのある

方、またはこの製品の品質、耐久性、信頼性、安全性、有効性、性能に対する不
満足を経験したことのある方は、Agfa までお知らせください。

デバイスが誤作動して、重傷を招くかその原因となる場合、直ちに電話、FAX、ま
たは書面で次の住所の Agfa までお知らせください:

Agfa サービスサポート – 地元のサービスセンターの住所と電話番号は

www.agfa.com.に記載されています。

Agfa - Septestraat 27, 2640 Mortsel, ベルギー

Agfa - ファックス +32 3 444 7094

Auto QC² | はじめに | 17
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メッセージ

特定の条件下で、Auto QC² Software は画面の中央にメッセージを含むダイア

ログボックスを表示します。このメッセージは問題の発生、または要求操作を

実行できないことを伝達します。

ユーザーはこれらのメッセージを注意深く読んでください。その後どうすべきか

について情報を提供します。これには問題を解決するために実行する操作、また
は Agfa サービスセンターへの連絡があります。
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関連ドキュメント

• Auto QC² キーユーザーマニュアル (2376)。
• Auto QC² ワークフローシート (2374)。
• Auto QC² トラブルシューティング ガイド (2375)。
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安全上の指示

警告:

ユーザーは、このドキュメントのすべての警告、注意、注記、安

全マーキングを厳守しなければなりません。

訓練を受けた Agfa 担当者が Auto QC² をインストールした時の

み安全は保証されます。

すべての Agfa 医療製品は訓練を受けた資格ある専門家だけが使

用してください。

ユーザーは、画像処理のエラーに起因する危険をカバーする通

常の病院品質確保手段に従います。

注意:

本線電源接続の取り外しが困難なので、Auto QC² ワークステー

ションを配置しないでください。

トレーニングを受けた人だけが、機器への変更、追加、またはメ

ンテナンスを実行できます。

未承認のスペアパーツの使用しないでください。

注記: 

このシステムの利用者の健康と安全を守るため、Auto QC² のメン
テナンス中に最大限の注意が払われました。注意、警告、注記を
常に遵守してください。
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Auto QC² ハードウェアコンポーネント

このセクションには、Auto QC² パッケージを構成するコンポーネント、および

Auto QC² テスト手順が実施される施設で必要なコンポーネントについて記載

されています。全コンポーネントは、Auto QC² スーツケースに保管されていま

す。

トピック:

• フィルタモジュールとフィルタ

• ポジショニングテンプレート

• テストファントム

• 光照射フィールドインジケータターゲット

• メタルピン

• 線量計
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フィルタモジュールとフィルタ

図 1: Auto QC² フィルタモジュール。

フィルタモジュールとは、異なるフィルタが挿入可能なモジュールです。モジ

ュール自体は、X 線チューブに取り付けます。

次のエレメントをモジュールに挿入可能です。下の表に、技術また機能の説明

とともに記載されています。

表 6: Auto QC² フィルタモジュールのコンポーネントについての説明。

コンポーネント名 技術的仕様 機能的仕様

ダイヤフラム 1 & 2:

DIAPHRAGM 1 4mmPb

tube side

図 2: ダイヤフラム 1。

厚さ 4mm、丸穴

48mm の鉛製。

X 線ビームの集束
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コンポーネント名 技術的仕様 機能的仕様

HVL Filter

DIAPHRAGM 1 4mmPb

tube side

図 3: ダイヤフラム 2:

RQA5 フィルタ: 21 mm アルミニウ

ムフィルタ。

フィルタモジュー

ルに固定され、薄い

フィルムで保護され

ます (HVL フィルタ

を設置するとき、傷を

避けるため)。

放射品質を維持す

るために IEC
61267 規格で規定

および指定された

チューブの検証

に使用されます。

HVL フィルタ:

図 4: HVL フィルタ。

円形、分離構成のフ

ィルタ

HVL 用に半価 kV
を計算する手順で

使用されます。

警告:

フィルタモジュールは、コリメータのアクセサリレールにフィ

ルタの端を押して取り付けます。モジュールが別の方法で取り付

けられている場合、重量があるので落下してユーザーが怪我をす

るか、他の機器に損傷を与えます。

注記: 

フィルタモジュールは、市場で入手可能な全コリメータの 80%
にサイズ (176mm x 168.5mm x 96mm) が適合するよう設計され

ています。
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次の方法で、フィルタモジュールをコリメータに取り付けます:

固定 RQA5 フィルタ付きのフィルタモジュールを、コリメータのアクセ

サリレールに押し込みます。

図 5: フィルタモジュールをコリメータのアクセサリレールに押し込む。

注記: 

フィルタモジュールは、モジュールの正面を可能な全方向にし

てレールに挿入できます。
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ポジショニングテンプレート

1. レッドドット。

2. ポジショニングテンプレート方向ラベル。

3. 線量計位置参照。

4. 矢印と線。

5. メタルピン用の穴。

6. ファントムホルダー

7. 光照射フィールドインジケータ ターゲット用のドット

Cassette / Phanthom

POSITIONIN G 

TEMPL A T E

A G F A

1 

6 

6 

35 5 

2 

4 

7

図 6: Auto QC² ポジショニングテンプレート。

ポジショニングテンプレートは、カセッテをモーダリティテーブル上に配置

するために使用されます。
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表 7: ポジショニングテンプレートの機能説明。

エレメン

ト
機能説明

レッドド

ット (1)。
ポジショニングテンプレートの位置付けのために使用されま

す。レッドドットは必ず陽極側下になります。陽極が左側にある

とき、レッドドットは必ず左下側となります。陽極が右側にあると

き、レッドドットは必ず右上側となります。

ポジショ

ニングテ

ンプレー

ト方向ラ

ベル (2)

このラベルは、Heel 効果に対する方向を示します。

POSITIONING
TEMPLATE

tube side

heel effect

Cassette / Phantom

図 7: ラベルの詳細。

線量計位

置参照
(3)

これは、照射設定の決定のために線量計が配置される位置です。

ですから線量計位置参照は、X 線照射線量を測定するために使用

されます。

矢印と線
(4)

これらは、ポジショニングテンプレートを縦と横サイドでコリメ

ータ光ラインと一緒に揃えるために使用されます。

メタルピ

ンを配置

するため

の穴 (5)

異なるカセッテサイズを配置するために使用されます。左と下側

がメタルピンに触れるようにメタルピンを入れて、カセッテを押

します。

2 ファン

トムフォ

ルダー

(6)

ファントムをポジショニングテンプレート上に固定配置するた

めに、ファントムカッティングと共に使用されます。

4 セント

ラルラウ

ンドカッ

ティング

(7)

ファントムを光照射フィールドインジケータと共にフライトケ

ースに保管する時の光照射フィールドインジケータ ターゲッ

ト用ホルダーです。
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1. ポジショニングテンプレートを配置します。

a) コリメータライトのスイッチを入れてください。

b) 次の仕様に従い、表上にテンプレートを配置します。

• レッドドットは必ず陽極側下になります。陽極が左側にあるとき、レ

ッドドットは必ず左下側となります。陽極が右側にあるとき、レッド

ドットは必ず右上側となります。多くの場合、陽極は左側、陰極右と

なります。

• ポジショニングテンプレート上の線と矢印を光のラインに必ず揃

えます。

Cassette / Phanthom

POSITIONING

TEMPLATE

AGFA

図 8: ポジショニングテンプレートを配置します。

c) ポジショニングラインは非対称なので、陰極側で光が矢印の端に触れ

るように、そしてポジショニングテンプレート全体が隠れるように光照射

フィールドを揃えます。陽極側では、光照射フィールドはポジショニ

ングテンプレートを超えます。

d) Heel 効果がポジショニングテンプレートの長い側と垂直であることを

確かめます。

2. 次のように、ポジショニングテンプレート上にカセットを配置します:

a) 下のように、テンプレート上にカセッテを置きます:

1. 検知器 / カセッテの scribor またはラベルは、左下になければなりま

せん。

2. 他のタイプのカセッテ (MD10、MD 4.0、...)を使用する場合、カセ

ッテのラベルが下左になります。

3. 小さいカセットを使用する場合、カセットをポジショニングテンプ

レートのメタルピンに対して押します。
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Cassette / Phanthom

POSITIONIN G 

TEMPL A T E

A G F A

Cassette / Phanthom

POSITIONIN G 

TEMPL A T E

A G F A

1

1

3

3

2

図 9: ポジショニングテンプレート上にカセッテを置く。
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テストファントム

1. ポジショニングテンプレート方向ラベル。

2. レッドドット。

Cassette / Phanthom

POSITIONING

TEMPLATE

AGFA

AUTO QC2

PHANTOM

AGFA11

22

図 10: Auto QC² テストファントム。

ファントムは、テスト照射 PHAP と PHQC で使用されます。ファントムの素材

とエレメントは、カセッテ上での照射結果に影響を与えます。これらの結果は、

X 線装置と Digitizer の品質と連続性の計算に使用されます。

ファントムの機能と技術説明は下に記載されています:

1. ステップウエッジ。

2. 銅プレート。

3. MTF エッジターゲット。

4. 水平ルーラー。

5. 垂直ルーラー。

6. ID データ。

7. ジッタースリット。

8. ピクセルサイズスクエア。
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3

3

7

5 7

3

2

1

6

4

8

図 11: ファントム内部。

表 8: Auto QC² ファントム の説明。

ファントムの部分 素材 機能

ステップウエッ

ジ。

ハフニウム コントラスト作用の計算に使用されま

す。

ポジショニングテンプレートとファ

ントムの位置合わせが正しい場合、ウ

ェッジステップは陰極側下となりま

す。
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ファントムの部分 素材 機能

銅プレート (2) 銅 放射品質テストに使用されます。

MTF エッジター

ゲット (3)
タングステン 空間分解能テストに使用されます。

穴とスクエアのあ

る水平ルーラー

(4)

合成部分のあ

るルーラー

薄い鉛層の

CNC 精度穴

スクエア

空間チェックに使用されます。

穴とスクエアのあ

る垂直ルーラー

(5)

合成部分のあ

るルーラー

薄い鉛層の

CNC 精度穴

スクエア

空間チェックに使用されます。

ID データ (6) 穴のパターンは、ファントムを固有に

識別します。

ジッタースリット

(7)
定期品質検査の一部であるレーザービ

ームジッター、過剰撮影/リンギン

グ、スキャンライン脱落のテストに使

用されます。

ピクセルサイズス

クエア (8)
水平および垂直ピクセルサイズと画像

歪みの決定に使用されます。

詳細についてはワークフローシートを参照してください。

次のように、ファントムを配置します:

1. ポジショニングテンプレートがきちんと取り付けられているか確認します。

2. ポジショニングテンプレート上にカセッテを置きます。

3. ファントムの方向を確認：Heel 効果サイド（ファントムのカバー上のラベ

ルによって示されます）は、ポジショニングテンプレート上のラベルの上部

となります。ファントムのレッドドットは必ず陽極下になります。

4. カセッテの上部にファントムを注意深く置きます。ファントムのポジショ

ニング穴は、ポジショニングテンプレートの白いホルダーに一致します。
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注意:

ファントムの取り扱いには、細心の注意を払ってください。落

下した場合、破損する危険があります。
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光照射フィールドインジケータターゲット

1. ラウンドドット。

2. 矢印。

Cassette / Phanthom

POSITIONING

TEMPLATE

AGFA

TUBE

CENTERING

TARGET

AGFA

図 12: Auto QC² 光照射フィールドインジケータターゲット。

光照射フィールドインジケータターゲットは、光照射フィールドインジケー

タを実行するために使用されます。X 線装置のチューブのセンタリング状況に

対して、4 つのマーカーと矢印の中心でコリメーションを行い、チェックを行う

ことができます。カセッテ上の照射結果において、コリメーション フィールド

が見えなければならず、また 4 つのマーカーで配置される必要があります。もしそ

うでない場合には、光照射フィールドの表示が正確ではありません。

表 9: 光照射フィールドインジケータターゲットの説明。

エレメント 機能

矢印。 光照射フィールドインジケ

ータターゲットを縦と横サ

イドに配置するために使用

されます。
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エレメント 機能

TUBE
CENTERING

TARGET

XXXXXXXX

図 13: 光照射フィールドインジケータター

ゲット上の矢印。

3 ブラックマーカー － 1 レッドディスク。

TUBE
CENTERING

TARGET

XXXXXXXX

図 14: 光照射フィールドインジケータター

ゲット上のマーカーとディスク。

3 つの小さな X 線吸収体を

含むブラックマーカー。

レッドドットによってカバ

ーされたメタルディスク。

4 つともすべて、15 ｃｍ四角

形のコーナーに配置されて

います。光照射フィールド

は、これらの（鉛）ラウンドド

ット上に配置されています。

次のように、光照射フィールドインジケータターゲットを配置します:

1. ポジショニングテンプレートを配置します。

2. ポジショニングテンプレート上にカセッテを置きます。

3. 光照射フィールドインジケータターゲットをカセッテ上に置きます。

4. 光照射フィールドインジケータターゲットのレッドドットが左側下であ

ることを確認します。

5. 光照射フィールドを 4 ドットの中心にコリメーションします。
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メタルピン

図 15: カセッテポジショニング用のメタルピン。

5 つのメタルピンが Auto QC² パッケージに含まれています。ポジショニング

テンプレート上に小さなカセッテを配置するために使用されます。
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線量計

図 16: 線量計。

一般的に、Auto QC² テストを実行するために全タイプの線量計、固定検知器

線量計と電離箱付き線量計は使用可能です。

使用可能とするため、最低限の技術要件を満たすことが必要です。

詳細については、Auto QC² ワークフローシートの線量計の技術仕様を参照し

てください。

RQA5 (21 mm アルミニウム) フィルタの使用に適用するには、さらに補正率

が必要となる場合もあります。

線量計のデータシートを参照してください。

適切なデバイスは、Unfors Instrument の Unfors Dosimeter 557L です。

この機器の注文には次までお問い合わせください: Unfors Instruments AB,
Uggledalsvägen 29, SE-427 40 Billdal, Sweden.電話：+46 31 939 970 ファッ

クス：+46 31 910 950
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Auto QC² Software を操作する

トピック:

• Auto QC² Software を起動する

• Auto QC² Software を停止する

• Auto QC² Software を停止せずに、Windows に切り替える

• Auto QC² Software 画面
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Auto QC² Software を起動する

次のようにして Auto QC² Software を起動します:

1. Auto QC² Software ステーションにログオンします。

2. Auto QC² Software を起動するには、デスクトップ上の Auto QC² アイコン

をクリックします。

Auto QC² Software スプラッシュスクリーンが表示されます:

図 17: Auto QC² Software スプラッシュスクリーン。

システムは、スクリーン解像度がサポートされているかチェックします。

サポートされていない場合、エラーが表示されます。

図 18: スクリーン解像度エラーメッセージ。

初期化が完了し、ユーザーインターフェースが構築されると、Auto QC²
Software で作業開始できます。
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Auto QC² Software を停止する

次のようにして Auto QC² Software を終了します:

1. [メインメニュー] に移動します。

2. [Auto QC² 終了] 操作ボタンをクリックします。

図 19: [Auto QC² 終了] 操作ボタン。

3. Auto QC² Software ステーションからログオフします。

Auto QC² | Auto QC² Software を操作する | 39

2370C JA 20180330 1524



Auto QC² Software を停止せずに、Windows に切り替

える

次のようにして Auto QC² Software を停止せずに、Windows に切り替えます:

1. [メインメニュー] に移動します。

2. [デスクトップ] 操作ボタンをクリックします。

図 20: [デスクトップ] 操作ボタン。
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Auto QC² Software 画面

このセクションでは Auto QC² Software の 4 つの画面および主なエレメント、

操作ボタンについて説明しています。画面下部のボタンにより、ウィンドウ間

で切り替えできます。

トピック:

• ワークリストウィンドウ

• 履歴ワークリスト

• 検索ウィンドウ

• メインメニューウィンドウ
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ワークリストウィンドウ

ワークリストウィンドウで作業するユーザーは、次のことができます:

• 選択されたテストグループとデジタイザを待機している照射を探します。

• 画像を目視でチェックします。

• ワークリストから画像を消去します。

• 画像情報を編集します。

• 結果を生成して、レポートを発行します。

1. タイトルバー。

2. テストグループ選択ボタン。

3. デジタイザ選択ドロップダウンリスト。

4. 照射フレーム。

5. 消去、編集、表示、結果を生成などワークリストと関係する捜査用ボタンの

バー。

6. ナビゲーション バー

1
2
3

4

5
6

図 21: [ワークリスト] ウィンドウ

1. ステータスコラム。

2. テスト名。

3. 照射名。

4. ビジュアルチェックステータス。

5. 日付。

6. コメント。
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1 2 3 4 5 6

図 22: ワークリストウィンドウの詳細。
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履歴ワークリスト

履歴ウィンドウは、履歴概要レポートの管理をするために使用されます。

1. タイトルバー。

2. 検索基準選択フレーム。

3. テスト選択ボタン。

4. レポートフレーム。

5. レポート、エクスポートデータなどの履歴と関係する操作用のボタンのバ

ー。

6. ナビゲーション バー

1 

2 

3 

6

4 

5

図 23: 履歴ウィンドウ。
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検索ウィンドウ

検索ウィンドウは、発行され保存された Auto QC² レポートの管理をするため

に使用されます。このウィンドウでは、ユーザーは発行されたレポートを Auto
QC² 記録庫から取得できます。

1. タイトルバー。

2. 検索基準選択フレーム。

3. レポートフレーム。

4. 削除、表示、レポート、エクスポートデータなど検索と関係する操作用の

ボタンのバー。

5. ナビゲーション バー

1
2

3

4
5

図 24: [検索] ウィンドウ。
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メインメニューウィンドウ

メインメニューウィンドウは、Auto QC² の構成、オンラインヘルプ情報の取

得、アクティブな全アプリケーションの最小化、Auto QC² の終了のために使

用されます。

メインメニューウィンドウで作業するユーザーは、次のことができます:

• Auto QC² を構成します。

• DICOM ゲートウェイを構成します。

• X 線チューブを構成します。

• モニターを構成します。

• DICOM フォーマットで画像をインポートします。

• Auto QC² Software のバージョンをチェックします。

• オンラインヘルプを開始します。

• すべてのアクティブなプログラムを最小化します。

• Auto QC² Software を終了します。

1. タイトルバー。

2. 構成フレームと操作ボタン。

3. メインメニューワークスペース。

4. メインメニュー関連操作用のボタンのバー: Auto QC² 終了、ヘルプ、デス

クトップ）。

5. ナビゲーション バー

1

2

3

4
5

図 25: メインメニューウィンドウ。
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一般ワークフロー

このセクションでは、Auto QC² テストの計画立案と実施のための一般ワーク

フローについて説明しています。

このワークフローは次のステップから構成されています:

1. テストグループを識別します。

2. モダリティを準備して、照射を取得します。

3. カセッテを識別してスキャンし、NX を使用して照射を Auto QC² Software
に送ります。

4. ワークリストを管理します。

• デジタイザとテストグループを選択します。

• アイコンのステータスをチェックします。

• 「照射タイプ」を削除します。

• 画像情報を編集します。

• ビジュアルチェックを実施します。

• 結果を生成し、レポートを発行して、結果データをエクスポートしま

す。

トピック:

• テストグループ選択

• モダリティを準備して、照射を取得する

• カセットを識別して、検査を NX を使用する Auto QC²Software
Station に送る

• ワークリストを管理する
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テストグループ選択

次のようにして、テストグループを選択します:

1. テストグループに関する詳細は、Auto QC² Software ドキュメンテーショ

ン CD を閲覧するか、オンラインヘルプを使用してください。

2. テストグループを選択します。

3. 選択したテストグループに関してテストグループ手順を印刷します。

個別の Auto QC² ワークフローシート (2374 A) を参照してください。
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モダリティを準備して、照射を取得する

次のようにして、モダリティを準備します:

1. プレートに傷や誤差がないか目視で検査します。

2. カセットを消去します。

Digitizer のドキュメンテーションを参照してください。

3. コンソールとチューブを定義済みの設定で準備します。

詳細についてはワークフローシートを参照してください。

4. ポジショニングテンプレートをセンタリングして、チューブにコリメー

ションします。

5. 必要なら、フィルタをコリメータに取り付けます。

6. ポジショニングテンプレート上にカセッテを置きます。

7. 必要ならば、テストファントムまたは光照射フィールドインジケータター

ゲットをカセット上に置きます。

8. プレート在庫用に、ポジショニングテンプレートの隣に線量計を配置し、

各カセッテの使用線量を登録します （RF タグに表示のカセッテ ID 番号を

使用）。

カセッテ ID 番号の読み込み方法については、NX ユーザーマニュアル、セ

クション 「読み込み & カセッテ初期化」 を参照してください。

注記: 線量計を光照射フィールドのポジショニングテンプ

レートの隣、レッドドットと同じ側にしてください。陽極側が

左側であり、ポジショニングテンプレートの位置が正しく位

置付けされる場合、これは必ず左側となります。

注記: ATP/PQC 用の参照プレートの使用を推奨します。

9. コンソール上の [照射] ボタンを押します。

モダリティはカセットを照射します。

10.ファントムを使用する場合、カセットから外してください。

11. モダリティテーブルからカセットをから取り外します。

注記: 

詳細な情報については、個々のテストを参照してください。

関連リンク
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ポジショニングテンプレート 25 ページ

フィルタモジュールとフィルタ 22 ページ

テストファントム 29 ページ

光照射フィールドインジケータターゲット 33 ページ
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カセットを識別して、検査を NX を使用する Auto QC
²Software Station に送る

カセットの識別方法に関する手順については、NX のユーザーマニュアルを参

照してください。

照射が行われて画像が NX に送られた後、照射は Auto QC² ワークステーショ

ンに送られなければなりません。宛先へ画像を送る方法については、NX のユー

ザーマニュアルを参照してください。

Auto QC² Software Station への画像送信が成功した時点で、次の条件がチェ

ックされます:

• Auto QC² Software は、受信画像が品質検査画像であるかどうかをチェック

します。

• Auto QC² Software は、照射タイプをチェックします。

• Auto QC² Software は、照射の再スケール設定タイプをチェックします。

• Auto QC² Software は、同じ照射 SOP インスタンス UID のある照射がすで

に存在するかをチェックします。

注記: 

Auto QC² ステーションに画像を送信する前に、Auto QC²
Software が実行中か常に確認してください。

カセッテを Auto QC² 照射タイプと必ず識別してください。

画像を １ つの検査ファイルに入れ、Auto QC² と名付けることを推
奨します。

Fast ID は、品質検査照射でカセットをスキャンするので DICOM
Digitizer (ADC Solo、ADC Compact、ADC Compact Plus、CR 25、
CR 35-X、CR 75、CR 85-X、DX-G および DX-M) ではサポートされ
ていません。品質検査手順には高解像度画像が必要だからです。

このタイプのデジタイザでカセットを識別するには、ID Tablet な
しが唯一の方法であるため、カセット識別用の Fast ID は DX-S お
よび CR30-X デジタイザ用をサポートしています。
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ワークリストを管理する

Auto QC² Software の [ワークリスト] ウィンドウが開かれたとき、Auto QC²
Software は多くの準備的操作を実行します:

• Auto QC² Software は、選択したテストグループ用に処理されることを待機

している照射を有する Digitizers を検索します。各デジタイザについて、シ

ステムは処理を待機している照射数を示します。

• Auto QC² Software は、すべての事前定義済み照射を検索します。

• Auto QC² Software は、デフォルトのテストグループを PQC にセットしま

す。

図 26: [ワークリスト] ウィンドウ

注記: 

テストグループとデジタイザの選択後に画像が Auto QC² ステ

ーションに送信されるとき、これらの画像の自動アップロードは

ありません。テストグループまたはデジタイザをもう一度選択し

て、ワークリストを更新する必要があります。

システムがこれらの操作を実施したとき、ユーザーは多くのステップを実行する

必要があります。

次のようにして、画像のワークリストを管理します:

1. デジタイザを選択します。

52 | Auto QC² | 一般ワークフロー

2370C JA 20180330 1524



2. テストグループを選択します（デフォルトのテストグループは PQC で
す）。

3. テストの全実施条件が満たされているかをチェックします。

• ステータス列では、全フィールドが承認ステータスであることが必要で

す。アイコンを調べることにより、複製画像、紛失画像、データ紛失画像

があるかチェックします。

表 10: [ワークリスト] ウインドウでのステータスアイコン。

アイコン 意味

図 27: 承認アイコ

ン。

画像は OK であることを意味します。

図 28: 複製画像ア

イコン。

これは、画像が Auto QC² Station に 2 回送られたこ

とを意味します。2 つの画像のうち１つを消去する必

要があります。

図 29: データ紛失

アイコン。

これは、この画像に関するテストデータが紛失して

いることを意味します。画像詳細を編集する必要があ
ります。

図 30: 未送信アイ

コン。

これは、画像が Auto QC² Station Station に送られ

ていないことを意味します。すべての予定操作が正
しく実行されたかをチェックします。

図 31: 不合格アイ

コン。

Auto QC² Station に送信された画像が、QC 画像に

求められる仕様を満たしていません。

• 必要とされるすべてのビジュアルチェックも実行します。
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表 11: [ワークリスト] ウインドウでのビジュアルチェックアイコン。

アイコン 意味

図 32: ビジュアルチェック承認アイコ

ン。

画像は OK です。

図 33: 必須ビジュアルチェックアイコ

ン。

ビジュアルチェックが必要で

す。

図 34: オプションビジュアルチェック

アイコン。

ビジュアルチェックはオプシ

ョンです。

図 35: 拒否された画像アイコン。:

ビジュアルチェック実施後、

画像は拒否されました。

4. 必要に応じて画面下部の操作ボタンを使用して、画像の消去、画像情報の

編集、画像の表示（ビジュアルチェックのため）が可能です。

注意:
[消去] 操作ボタンを押すと、Auto QC² ステーションから画

像を物理的に消去します。複製画像を消去するときだけ、この
ボタンを使用してください。

5. [結果を作成] 操作ボタンをクリックして、結果を作成します。

トピック:

• 画像を消去する
• 画像情報を編集する
• ビジュアルチェックを実行する

• 結果の作成、レポートの発行、結果データのエクスポート
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画像を消去する

次のようにして、画像、例えば二重照射、間違って識別された照射を消去します:

1. ワークリストウィンドウのワークリストフレームで、画像を選択します。

2. [消去] 操作ボタンをクリックします。

図 36: [消去] 操作ボタン。

システムは、本当に画像を消去するか確認します。

3. [OK] をクリックして確認します。

Auto QC² | 一般ワークフロー | 55

2370C JA 20180330 1524



画像情報を編集する

ワークリスト概要では、選択した画像のデータの編集または入力が可能です。

注意:

[照射の編集] ウィンドウでの修正はテスト結果に影響を与えま

す。

次のようにして、画像の詳細、カセット、デジタイザに関する追加情報を変更お

よび編集します:

1. ワークリストウィンドウのワークリストフレームで、画像を選択します。

2. [編集] 操作ボタンをクリックします。

図 37: [編集] 操作ボタン。

[照射の詳細] ウィンドウが表示されます:
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図 38: [照射の編集] ウィンドウ。

[照射の編集] ウィンドウには 3 つのフレームがあります:

• デジタイザ

• 画像

• 照射

3. 画像情報を変更します。

4. 設定を保存するか、保存せずに [閉じる] をクリックします。

設定変更後、システムはこれらの設定を Auto QC² Software Station に保管

します。

注記: 

照射の編集フィールドをより多く維持し、入力すると、計算と
結果をより正確になります。
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ビジュアルチェックを実行する

多くの Auto QC² テストについて、照射のビジュアルチェックはオプションま

たは必須です。

詳細についてはワークフローシートを参照してください。

次のようにして、ビジュアルチェックを実行します:

1. ワークリストウィンドウのワークリストフレームで、画像を選択します。

2. [表示] 操作ボタンをクリックするか、ワークリストの適切な列をダブルク

リックしてください。

1. テキストエリア：このエリアにはテスト、照射タイプ、カセット、デジ

タイザに関する情報が表示されます。コメントの追加も可能です。

2. 画像エリア。

3. ズームエリア。

1

2

3

図 39: [表示] ウィンドウ。

警告:

画像の一部しかチェックしていない場合、テストの結果は不完

全です。

低解像度のモニターでは、ビジュアルチェックウィンドウに垂

直スクロールバーがあります。スクロールバーを使って、完全な

画像を表示します。
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このウィンドウでは、次の操作が可能です。詳細については該当セクションを

参照してください。

トピック:

• テストの画像を閲覧する

• 移動する
• コメントを設定する

• ズームする

• 画像を受け入れる、または拒否する

テストの画像を閲覧する

[表示] ウィンドウで、[閲覧] ボタンを使用して、テストの次または以前の照射

に移動します。

図 40: [表示] ウィンドウおよび強調された [閲覧] ボタン。

例えば、信号/ノイズ比テスト （定期品質検査テストグループの一部） のため

に 2 つの照射の間で閲覧できます (PHQC と FFQC)。

移動する

照射を検査しているとき、画像上で移動できます。

次のようにして、照射上で移動します:
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1. 画像エリアで画像を 1 度クリックします。

画像エリアでは、クリックされた位置の周囲にスクエアマーカーが表れま

す。

ズームエリアは、スクエアマーカーのある画像の部分で満たされます。

1

2

3

図 41: [表示] ウィンドウおよび画像エリアのスクエアマーカー。

2. 画像エリア内でスクエアマーカー周囲をドラッグする、あるいは画像エリ

ア内で新規エリアをクリックすると画像上を移動します。

コメントを設定する

[表示] ウィンドウで照射を検査しているとき、テキストエリアのコメントフィ

ールドの画像にコメントを追加できます。

次のようにして、画像上にコメントをセットします:

1. コメントフィールドをクリックします。
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図 42: [表示] ウィンドウおよび強調されたコメントフィールド。

2. コメントを入力します。

[表示] ウィンドウで入力したコメントは、同じ画像の他の Auto QC² ウィ

ンドウでも表示されます。

ズームする

次のようにして、画像の部分をズームします:

1. 画像エリアで画像をクリックします。

画像エリアでは、クリックされた位置の周囲にスクエアマーカーが表れま

す。

2. [ズーム] 操作ボタンを使用すると、ズームエリアで表示される画像をズー

ムインできます。
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図 43: [表示] ウィンドウおよび強調された [ズーム] 操作ボタン。

3 つのズーム倍率 （倍率 1、2、4） から選ぶことができます。ズームエリアで

は、画像の部分は 「強調表示」 モードで表示されます。

ズーム倍率を変更するとき:

• 画像は指定のズーム倍率で表示されます。

• 画像上でスケールインジケータが再計算されます。

• 画像内で選択された位置周辺のスクエアマーカーは、サイズ変更され

ます。

画像を受け入れる、または拒否する

これらの操作ボタンは、ビジュアルチェックが必要なときに使用されます。テス

トを正しく実行するためにこのチェックが必要な場合、ボタンは利用可能となり

ます。このチェックが必要でない場合、ボタンは無効になります。

画像が合格となるか、拒否されるかの基準は、実施されたテストによります。個別

の Auto QC² ワークフローシート (2374 A) を参照してください。

次のようにして、画像は合格となります：

[合格] 操作ボタンをクリックします。
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図 44: [表示] ウィンドウおよび強調された [合格] ボタン。

ワークリスト概要のビジュアルチェックステータスアイコンは、OK に
セットされます。

図 45: ビジュアル照射アイコンのステータスは、OK に変わります。

失敗した画像の拒否

次のようにして、失敗した画像を拒否します:

[失敗] 操作ボタンをクリックします。
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図 46: [表示] ウィンドウおよび強調された [失敗] 操作ボタン。

注記: 

画像が合格となるか、拒否されるかの基準は、実施されたテス
トによります。

ワークリスト概要のビジュアルチェックステータスアイコンは、拒否に

セットされます。

図 47: ビジュアル照射アイコンのステータスは、失敗に変わります。
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結果の作成、レポートの発行、結果データのエクスポート

最後のメインステップは結果を作成して、レポートを発行することです。

次のようにして、テスト結果を作成します:

1. ワークリストの [結果を作成] をクリックします。

図 48: [ワークリスト] ウィンドウおよび強調された [作成] 操作ボタン。

[手順結果] ウィンドウが表れ、計算結果を表示します。

図 49: [手順結果] ウィンドウ。
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上のウィンドウでは、定期品質検査用の結果が作成されます。テスト概要

では、定期品質検査のこのテストグループに属する全テストが要約されま

す。

詳細についてはワークフローシートを参照してください。

注記: 

1 つ以上の画像を計算のために使用できない場合、アルゴリ
ズムの実行は失敗し、エラーメッセージが表示されます。画
像をチェックして、削除し、必要ならば再撮影します。問題が
正されないなら、[結果を作成] 操作ボタンを押すとき同じエラ
ーメッセージが表れます。

2. 操作ボタンを使用して、異なるテスト間で切り替えます。

3. 結果を分析して、解釈します。

個別の Auto QC² ワークフローシート (2374 A) を参照してください。

4. テストの前にある記号は、各テストに対してテスト結果が失敗か成功かを

表示します。また結果が計算できなかったことも表示します。これが発生した
場合、照射を再度行う必要があります。

図 50: 合格または失敗アイコン。

表 12: テスト結果アイコン。

アイコン 意味

図 51: 承認アイコ

ン。

この画像に関してテストは正しく処理され、結果は

OK です。
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アイコン 意味

図 52: 不合格アイ

コン。

テストは正しく処理されましたが、結果は要求を満た

しません。

図 53: 計算失敗ア

イコン。

計算の実行は失敗しました。このアイコンが

PQC/ATP 手順で表示される場合、両方の照射に関

して再び照射を行う必要があります。

失敗した計算がある限り、結果を作成できません。

5. 次の手順に記載のように、レポートを発行します。その場合のみ、計算は保

存されます。

6. 代わりに、データを csv または txt ファイルにエクスポートするため、デー

タをエクスポートをクリックします。

7. テキストに関連する画像の再表示を望む場合、表示ボタンをクリックする

か、表示環境に切り替えるため結果表の適切な列をダブルクリックしてくだ

さい。

8. レポートを発行しないことを選ぶ場合、閉じるをクリックします。

結果として:

• 計算がキャンセルされます。

• 画像がワークリストに残ります。

• データは Auto QC² データベースには書き込めません。

9. テストグループ結果ウィンドウのレポートを発行操作ボタンをクリック

します。

結果としてレポートは新しいウィンドウで HTML で表示され、後の参照の

ためデータはデータベースで保存されます。

図 54: Auto QC² レポート
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10.ブラウザを使用して、レポートを選択した場所に保存できます。ブラウザ機

能で印刷もできます。

11. [Auto QC² Software] ウィンドウに切り替えて、[閉じる] をクリックすると、

[ワークリスト] ウィンドウに戻ります。

注記: 

[レポートを発行] 操作ボタンをクリックするとすぐに、全デ
ータはワークリストから消去されます。そのときから、レポー
トは検索機能だけで参照されます。

Auto QC² Software には、本来バックアップ機能はありませ
ん。Auto QC2 Software の検索環境でレポートを消去する場
合、システムから消去されたら回復不能です。従って、発行さ
れたレポートをコンピューター上で手動で保存することを推
奨します。

最良の結果のために、横方向でレポートを印刷します。

関連リンク

レポートのデータをエクスポートする 74 ページ
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[検索] ウィンドウでレポートを管理する

検索機能により、多くの検索基準を使用して過去からレポートを検索できます。

次のようにして、検索操作を実行します:

1. ナビゲーションフレームの [検索] 操作ボタンによって、[検索] ウィンド

ウに移動します。

図 55: [検索] ウィンドウ。

2. 選択フレームで、検索基準を定義します。

3. [検索] 操作ボタンをクリックします。

レポート付きのリストが、レポート概要フレームに表れます。レポート毎

に次の属性が表示されます: データ、グループ、チューブ番号、ステーショ

ン名、医師。「ステーション名」 は Digitizer 名に言及しています。
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図 56: 検索結果。

レポートが見付からない場合、次のメッセージが表示されます。

図 57: 検索レポートがありませんメッセージ

4. リストからレポートを選択します。

注記: より多くのフィールドに記入すれば、問い合わせの結果

がより正確になります。

トピック:

• レポートを消去する

• レポートに関連する照射を表示する

• レポートを作成する

• レポートのデータをエクスポートする

• 検索結果のリストを閉じる
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レポートを消去する

次のようにしてレポートを消去します:

1. 検索結果からレポートを選択します。

2. [消去] 操作ボタンをクリックします。

3. [はい] をクリックして、レポートを消去します。

選択したレポートが Auto QC² 記録庫から削除されます。

注記: 

Auto QC² Software には、本来バックアップ機能はありませ
ん。Auto QC2 Software の検索環境でレポートを消去する場
合、システムから消去されたら回復不能です。従って、発行さ
れたレポートをコンピューター上で手動で保存することを推
奨します。
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レポートに関連する照射を表示する

次のようにして、レポートに関連する照射を参照します

1. [検索] ウィンドウで、検索結果からレポートを選択します。

2. [表示] 操作ボタンをクリックするか、ワークリストの適切な列をダブルク

リックしてください。

図 58: 操作ボタンを表示します。

これは [照射] ウィンドウを開きます。

3. ブラウザボタンで、レポートの各照射間を迅速に移動できます。照射が 1
つだけある場合、ブラウザボタンは無効となります。

4. [閉じる] 操作ボタンをクリックして、検索概要に戻ります。

関連リンク

ビジュアルチェックを実行する 58 ページ
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レポートを作成する

次のようにしてレポートを作成します：

1. [検索] ウィンドウで、検索結果からレポートを選択します。

2. [レポート] 操作ボタンをクリックします。

図 59: [レポート] 操作ボタン。

これは、アーカイブレポートを Internet Explorer の HTML として開きます。
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レポートのデータをエクスポートする

次のようにして、レポートのデータをエクスポートします。

1. 検索結果からレポートを選択します。

2. [データをエクスポート] 操作ボタンをクリックします。

図 60: [データをエクスポート] 操作ボタン。

データは、適切なプログラムによって開くことができる CSV または txt ファ

イルに保存されます。

3. 各プログラムの [名前を付けて保存] または [キャンセル] 機能を使用し

て、レポートを保存するか、[検索] ウィンドウに戻ります。
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検索結果のリストを閉じる

[閉じる] 操作ボタンをクリックするとき、システムは表示されている全結果を消

去し、検索基準選択フレームに戻ります。
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履歴機能を使用する

履歴ウィンドウは、履歴概要レポートの管理をするために使用されます。

[履歴] ウィンドウで作業するユーザーは、次のことができます:

• 特定のデジタイザ、病室、プレートタイプ、日付間隔用に実行された Auto
QC² テストの履歴結果を参照します。

• 下記にリストされている Auto QC² テストの履歴レポートを作成します。

• 履歴データをエクスポートします。

ユーザーは、次のテストに関して履歴を参照できます:

• ピクセルサイズ。

• ピクセルアスペクト比。

• レーザービームポジショニングエラー。

• 距離精度。

• 空間分解能 (MTF) 水平。

• 空間分解能 (MTF) 垂直。

• 画像歪み。

• レーザービームジッター。

• システム線形性。

• ダイナミックレンジ。

• 信号 －ノイズ比

• システム感度。

• ダークノイズ。

• 消去効率。

• 放射品質。

• 水平信号一様性。

• 垂直信号一様性。

• 画像サイズ。

次のように [履歴] ウィンドウを使用します:

1. 履歴基準選択フレームで、検索基準を定義します。

2. [履歴] 操作ボタンをクリックします。

システムは、履歴基準を満たす全レポートの履歴概要の作成を開始しま

す。

この時点で、検索フィールドと [履歴] 操作ボタンは無効になります。
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結果が見付からない場合、Auto QC² Software は次のメッセージを表示しま

す。[OK ] をクリックして履歴基準フレームに戻ります。

図 61: 履歴結果が見付かりません。

履歴基準に関して正の結果がある場合、ウィンドウの左側にテスト概要が

表れ、レポート概要フレーム自体が結果のグラフィカルインターフェイ

スで一杯になります。

図 62: 検索操作後の[履歴] ウィンドウ。

[履歴] ウィンドウが開くとき:

• システムは、グラフと結果を適切に表示する自動スケールアルゴリズ

ムを実行します。

• スキャン日付と対応するデータが、各履歴概要毎に表示されます。

• 赤色の三角形は、テストが許容レベルを満たさなかったことを意味しま

す。

• 黄色ドットは、結果が許容レベル内であることを意味します。

• 点線は許容レベルを示します。

テスト結果が許容レベル範囲内でないとき、システムはこのことをグラフィ

カル表示で示します。

3. テストをグラフィカルテスト概要から選択します。
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注記: より多くのフィールドに記入すれば、問い合わせの結果

がより正確になります。

トピック:

• 履歴レポートを作成する

• レポートのデータをエクスポートする
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履歴レポートを作成する

次のようにして履歴レポートを参照します

1. テストをテスト概要バーから選択します。

2. [レポート] 操作ボタンをクリックします。

これにより、履歴レポートが Internet Explorer を使用して HTML として開か

れます。

関連リンク

レポートを作成する 73 ページ
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レポートのデータをエクスポートする

次のようにして、レポートのデータをエクスポートします。

1. 検索結果からレポートを選択します。

2. [データをエクスポート] 操作ボタンをクリックします。

図 63: [データをエクスポート] 操作ボタン。

データは、適切なプログラムによって開くことができる CSV または txt ファ

イルに保存されます。

3. 各プログラムの [名前を付けて保存] または [キャンセル] 機能を使用し

て、レポートを保存するか、[検索] ウィンドウに戻ります。
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メインメニュー

[メインメニュー] ウィンドウで、ユーザーは Auto QC² ワークフローの特定

の面を管理できます。

関連リンク

メインメニューウィンドウ 46 ページ

トピック:

• オンラインヘルプを開く

• Auto QC² Software のバージョンをチェックする

• DICOM ゲートウェイを構成する

• X 線チューブ情報を編集する

• モニタを設定する

• 画像をインポートする
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オンラインヘルプを開く

オンラインヘルプは、ユーザーマニュアル、トラブルシューティング、ワー

クフローシートの集大成であり、HTML ヘルプシステムです。

次のようにして、Auto QC² Software のオンラインヘルプに移動します:

1. [メインメニュー] に移動します。

2. ヘルプ操作ボタンをクリックします。

図 64: [オンラインヘルプ] 操作ボタン。

オンラインヘルプファイルが開きます。
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Auto QC² Software のバージョンをチェックする

次のようにして Auto QC² Software のバージョンをチェックします:

1. [メインメニュー] ウィンドウに移動します。

2. [メインメニュー] ウィンドウの上部にある構成フレームで、[Auto QC² に
ついて] ラベルをクリックします。

図 65: [について] 操作ボタン。

Auto QC² Softwar のスプラッシュスクリーンが表示されます:

図 66: Auto QC² Software スプラッシュスクリーン。
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DICOM ゲートウェイを構成する

Auto QC² Software の [メインメニュー] ウィンドウでは、ユーザーまたはサ

ービスエンジニアは DICOM ゲートウェイを構成することができます。

次のようにして DICOM ゲートウェイを構成します:

1. [メインメニュー] ウィンドウの上部にある構成フレームで、[DICOM ゲ
ートウェイ] ラベルを選択します。

[メインメニュー] ウィンドウのワークスペースは、全面 DICOM ゲート

ウェイ用の構成フィールドとなります。

図 67: [メインメニュー] ウィンドウと DICOM ゲートウェイ用の構成フ

ィールド。

2. 次のパラメータをセットまたは変更します:

• DICOM AE-タイトル

• ポート番号。

• DICOM アソシエーション用の最長タイムアウト (秒)。

3. [保存] をクリックして新規パラメータを保存するか、[閉じる] をクリック

します。
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X 線チューブ情報を編集する

Auto QC² Software の [メインメニュー] ウィンドウでは、ユーザーまたはサ

ービスエンジニアは X 線チューブを構成することができます。

次のようにして X 線チューブを構成します:

[メインメニュー] ウィンドウの上部にある構成フレームで、[X 線チュー

ブ] を選択します。

[メインメニュー] ウィンドウのワークスペースでは、全面が X 線チュー

ブリストと多くの操作ボタンのある追加バーとなります。

図 68: [メインメニュー] ウィンドウおよび X 線チューブリストと操作ボ

タン。

トピック:

• X 線チューブを追加する

• 既存の X 線チューブの設定を更新する

• Ｘ 線チューブを消去する

• X 線チューブのリストを閉じる
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X 線チューブを追加する

Auto QC² Software の [メインメニュー] ウィンドウでは、ユーザーは X 線チ

ューブを追加することができます。

次のようにして X 線チューブを追加します:

1. X 線チューブフレームの [追加] 操作ボタンを押します。

図 69: [メインメニュー] ウィンドウおよび強調された [追加] 操作ボタ

ン。

[メインメニュー] ウィンドウのワークスペースでは、全面が X 線チュー

ブ追加設定と [保存] および [閉じる] 操作ボタンとなります。
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図 70: X 線チューブ追加フレームおよび [メインメニュー] ウィンドウ。

2. 次のフィールドを入力します:

• チューブ。

• RQA5 の kV。計算完了後、手動でここに入力する必要があります。

• 病室。

• 製造メーカー。

• モデル。

• 施設。

• 施設住所。

• 科。

3. [保存] または [閉じる] をクリックします。
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既存の X 線チューブの設定を更新する

Auto QC² Software の [メインメニュー] ウィンドウでは、ユーザーは X 線チ

ューブの設定を更新することができます。

次のようにして、既存の X 線チューブの設定を適合または更新します

1. X 線チューブフレームのリストから X 線チューブを選択します。

2. X 線チューブフレームの [更新] 操作ボタンを押します。

図 71: [メインメニュー] ウィンドウおよび強調された [更新] 操作ボタ

ン。

[メインメニュー] ウィンドウのワークスペースでは、全面が X 線チュー

ブ更新設定と [保存] および [閉じる] 操作ボタンとなります。
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図 72: [メインメニュー] ウィンドウ の X 線チューブ更新設定。

3. 次のデータを入力または変更します:

• RQA5 の kV。計算完了後、手動でここに入力する必要があります。Excel-
ファイルでは、システムへの結果の自動保存はありません。

• 病室。

• 製造メーカー。

• モデル。

• 施設。

• 施設住所。

• 科。

4. [保存] または [閉じる] をクリックします。
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Ｘ 線チューブを消去する

Auto QC² Software の [メインメニュー] ウィンドウでは、ユーザーは X 線チ

ューブを消去することができます。

次のようにして X 線チューブを消去します:

1. X 線チューブフレームのリストから X 線チューブを選択します。

2. X 線チューブフレームの [消去] 操作ボタンを押します。

図 73: [メインメニュー] ウィンドウおよび強調された [消去] 操作ボタ

ン。

システムは、X 線チューブを本当に消去するかどうか尋ねるメッセージを表

示します。

図 74: X 線チューブ消去を確認します。

3. [はい] または [いいえ] をクリックします。
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X 線チューブのリストを閉じる

X 線チューブのリストは、[閉じる] 操作ボタンで閉じることができます。
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モニタを設定する

次の場合のみ、モニタ出力を 8 ビット P 値で変更してください:

1. Auto QC² が NX と共に作動しています。

2. NX が、P-値 (Barco) モニタに接続されています。.
3. NX は、モニタ上で P 値を表示するように設定されています。

ワークフロー:

1. ドロップダウンメニューで選択します。

図 75: モニターを構成する。

2. [保存] または [閉じる] をクリックして、メインメニューに戻ります。
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画像をインポートする

画像が NX Workstation から Auto QC² Software へネットワーク経由で送信で

きないとき、この機能はインポートのために使用できます。前提条件は、画像が

DICOM フォーマットで NX Workstation にエクスポートされることです

(NX2.0 以上）。詳細は、Auto QC² キーユーザーマニュアルを参照してくださ

い。

ワークフロー:

1. [メインメニュー] で [画像のインポート] をクリックします。

2. DICOMDIR ファイルがあるフォルダをブラウズします。

3. DICOMDIR からの全照射が表示されます。

4. インポートする画像を選択して、[OK] をクリックします。全画像をインポ

ートする場合、[すべてを選択] をクリックします。
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